
算数オンライン塾 6 月 5 日の問題 解説 
 

 

（1）点 P はグラフから AB 間を 5 秒、BC 間を 16－5×2＝6 秒で動きます。 

点 P が B に到着したときの三角形 ADP の面積が 60cm2 ですから、点 P の秒速を【1】

としたとき、 

5×【1】×6×【1】÷2＝60 から【1】×【1】＝4 より【1】＝2cm 

（答え）2ｃｍ 

（2）D から A まで秒速 3cm で動きます。EF 間は 2×6÷3＝4 秒間で動くので、 

DE 間は（36－16－4）÷2＝8 秒から DE 間は 3×8＝24cm です。 

三角形 APD が二等辺三角形になるのは P が AB 上を通過するとき 3 回あります。 

1 回目は AD＝DP 2 回目は AP＝DP 3 回目は AP＝AD 

したがって 4 回目は P が DE に入って DP＝12cm になるときですか

ら、12÷3＝4 16＋4＝20 秒後 

 

（答え）20 秒後 

（3） 

10×12×24＝2880 

（答え）2880cm3 

 

 

 

 

 


